
１．はじめに

空気室（以下、エアーセル）構造のクッションは

褥瘡予防に効果的であり、褥瘡リスクの高い利用者

を中心によく使用されている。しかし、空気量を調

整する必要があり、空気量が多過ぎても少な過ぎて

もその効果は低減し、場合によってはクッションの

使用が逆効果になることも考えられる。従来のエ

アーセル構造のクッションは、空気量の調整を手動

で行わなければならず、適切な空気量とするには慣

れが必要であり、また定期的に空気量のチェックを

しなければならないため、気を遣う面も多い。この

欠点を改善する試みとして、手間のかかる空気量調

整を自動で行い、エアーセルの底付をセンサーに

よって検知・回避し、さらに、エアーセルを交互に

膨縮させることで、より効果的に圧分散を実現する

ためのダイナミック型エアーセルクッション「メ

ディエア」の開発を行ったので報告する。

２．「メディエア」の構成

図１にカバーを外した状態、図２にカバーを付け

た状態の「メディエア」を示す。「メディエア」は、

主に本体ベースとエアーセル、駆動部・制御部で構

成される。本体ベースはクッションの基盤となるも

ので、エアーセル、駆動部・制御部が取り付けられ

ている。エアーセルは、クッション後方の臀部が乗

る部分に配置されており、クッション後方両サイド

のガードセルと図３に示す直径約５cmのエアーセ

図１　メディエア（幅390mm カバーを外した状態）

図２　メディエア（幅390mm カバーを付けた状態）

ルがあり、後者は高さが10cmと7.5cmの２種類が

用意されている。各エアーセルやガードセルは、本

体ベースから着脱することが可能で、部分的に高さ

を変えたい場合や、損傷した場合などに交換するこ

とができる。駆動部・制御部にはバッテリーやエ

アーセルに空気を送るポンプ等が収納されている。

駆動部・制御部の左前方下部には電源スイッチ、動

作表示用LEDがあり、動作状態を確認することが

できる。エラーが生じた際にはブザーとLEDでエ

ラーの種類が分かる。駆動部・制御部の上面は、大
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図３　エアーセル

（奥：ガードセル、手前左：高さ7.5cm、手前右：高さ10cm）

腿部にあたる部分であるため、クッション材（ウレ

タン）で覆っている。

バッテリーは、充電式ニッケル水素電池を使用す

る予定である。充電は、クッションにACアダプタ

を接続することで充電可能で、標準充電時間は約５

時間である。

サイズは、幅340mm×奥行き352mm、幅

390mm×奥行き400mm（高さはともに110mm）

の２サイズで、重量は、幅340mmが約4.5kg、幅

390mmが約5.9kgである。

３．「メディエア」の特徴

「メディエア」の主な特徴は以下の通りである。

・底付き回避と空気量の自動調整

エアーセル内部には本体ベースからプローブで

立ち上げた接触センサー（以下、底付センサー）

が内蔵されている。空気量が少なくなり、沈み込

みが一定以上になると、底付センサーに触れるこ

とでポンプが作動し、設定した圧力値となるまで

空気を流入させることで底付きを回避する。

・エアーセルのオルタナティブ動作

エアーセルが一定時間間隔で交互に膨縮を繰り

返し（図４のA１とA２のエアーセル）、静止し

ているときでも長時間同一の部位に負荷がかかる

ことを予防する。

・設定値の調整

クッションをパソコンと接続することで、初期

圧力・最低圧力設定値やオルタナティブ動作や

スタティック動作等の動作時間、ポンプの作動

図４　オルタナティブ動作時のエアーセルの

組み合わせ（幅390mm）

時間等を変更することができる。

４．「メディエア」の動作

次に「メディエア」の動作について説明する。

①　電源を入れると初期設定圧力まで空気が入る。

②　初期設定圧力を確認し、底付きセンサーが検知

するまで、空気を抜く。

③　底付センサーの検知により再度空気を入れる。

④　底付センサー検知回避後、最初に設定したポン

プ作動時間だけ自動的にポンプを作動させる。

⑤　④の状態を10分間（設定により変更可能）継

続する。（スタティック動作）

⑥ 一部のエアーセル（図4のA1、あるいはA2）の

空気を抜いて、部分的に除圧する。

⑦　再度、空気を入れ②から⑦の動作を繰り返す。

⑧　⑥と異なるエアーセル（A１、あるいはA２）

の空気を抜いて、部分的に除圧する。

⑨　③～⑧を自動的に繰り返す。（オルタナティブ

動作）

５．ま と め

空気量の調整を自動で行うエアーセルクッション

「メディエア」の開発を行った。空気室構造のクッ

ションは適切に使用すれば除圧効果は高いが、慣れ

ないと空気量の調整が難しく、そのために他のクッ

ションを選択する利用者も多い。その点で、空気量

を自動で調整する「メディエア」は、取り扱いが容

易で、安全性も高いと思われる。また、制御部（ポ

ンプ、バルブ、制御基板）およびバッテリーをクッ

ション本体に内蔵し、煩雑な配線、配管が無く、比

較的コンパクトにまとまった。

今後の課題としては、「メディエア」の特徴であ



るオルタナティブ動作については、介護用ベッド

マット等で使用されている機能であるが、車いす用

クッションにおいての効果についても確認していく

必要がある。その際の設定圧力やスタティック動作、

オルタナティブ動作等の設定値や動作時間について

も様々な条件下で適切となる値があるかどうかモニ

ター試験を通して明らかにしていきたい。また、本

体の軽量化にも努めたい。

〔第23回リハ工学カンファレンス

（2008年８月27日～29日、新潟県）にて発表〕
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